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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 96,200 5.2 4,522 △3.2 4,748 0.2 2,861 △4.3

28年３月期第３四半期 91,477 7.4 4,672 － 4,738 － 2,989 －
(注) 包括利益 29年３月期第３四半期 2,667百万円(△16.9％) 28年３月期第３四半期 3,209百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 83.45 －

28年３月期第３四半期 86.90 83.65
　

(注)28年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及適用を行ったため、記載しておりません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第３四半期 81,973 21,769 26.2

28年３月期 69,847 21,022 29.7
(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 21,474百万円 28年３月期 20,763百万円
(注)第１四半期連結会計期間より会計方針の変更を行っているため、28年３月期については、比較情報として遡及適用後の数値を記載

しております。
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 10.00 － 14.00 24.00

29年３月期 － 12.00 －

29年３月期(予想) 12.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 138,000 10.4 6,800 1.3 6,800 2.2 3,700 1.6 107.90
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

対前期増減率は、会計方針の変更に伴う遡及適用前の数値を用いて算出しております。なお、直近に公表されている業績予想に
伴う増減率と変更ありません。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (1)会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 35,845,500株 28年３月期 35,845,500株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 2,043,235株 28年３月期 1,375,100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 34,290,745株 28年３月期３Ｑ 34,397,722株

　
(注)自己株式数には、従業員持株会専用信託口の所有する当社株式を含めて記載しております。

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
当四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、当四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中であります。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当
たっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ
さい。
（その他特記事項）
決算補足説明資料は、適宜当社ホームページに掲載いたします。

決算短信（宝印刷） 2017年01月31日 10時17分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



クオール株式会社(3034) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………… 3

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ……………………………………………… 4

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………… 4

（２）追加情報 ……………………………………………………………………………… 4

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………… 7

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………… 7

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………… 8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………… 9

（重要な後発事象） ………………………………………………………………… 9

決算短信（宝印刷） 2017年01月31日 10時17分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



クオール株式会社(3034) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用・所得環境の改善傾向がみられ、緩やかな

回復基調を続けております。一方で欧州、米国の不安定な政治状況、それに伴う為替相場の動向などが懸念され、

景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

　保険薬局業界においては、平成28年４月の診療報酬改定は、大変厳しいものとなりました。社会保障・医療の

質に対する国民意識の高まりの中で、かかりつけ薬剤師・薬局の評価導入など、業界として多様な医療ニーズへ

の対応を迫られております。

　当社グループとしては、かねてから「あなたの、いちばん近くにある安心」（スローガン）を掲げ、かかりつ

け薬剤師・薬局として地域社会の信頼獲得をめざした人財育成と薬局運営に注力してまいりました。また、「選

ばれつづける薬局への挑戦」（経営ビジョン）として、業界初の異業種連携により展開する「街ナカ」薬局をは

じめ、「駅チカ」「駅ナカ」のさまざまな業態の薬局を展開しております。さらには、「患者のための薬局ビジ

ョン」にいち早く対応するため、健康サポート薬局モデル店を設置し、地域住民への健康セミナーやＩＣＴを活

用した未病に対するセルフメディケーションの推進を実施しております。また、国が求める後発医薬品（ジェネ

リック）の使用促進を絶好の機会と捉え、医薬メーカー、医療機関への人材派遣等ＢＰＯ受託事業の機会獲得に

つなげるなど、グループ経営としてのシナジーを追求しております。

※ＢＰＯ：Business Process Outsourcingの略

当第３四半期連結累計期間における当社グループ連結業績は、概ね当初の計画通り進捗しており、売上高

96,200百万円、営業利益4,522百万円、経常利益4,748百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益2,861百万円と

なりました。

(当第３四半期の進捗) (百万円)

当第３四半期 当第３四半期計画
達成率

(28.4.1～28.12.31) (28.4.1～28.12.31)

売上高 96,200 100,578 95.6%

営業利益 4,522 4,491 100.7%

経常利益 4,748 4,500 105.5%

親会社株主に帰属する
四半期純利益

2,861 2,576 111.1%

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① 保険薬局事業

当第３四半期連結累計期間においては、既存店に加え、前期開局の新店及び新規取得子会社の売上が寄与し、

堅調に推移いたしました。また、出店状況については、新規出店12店舗、事業譲受による取得13店舗、子会社化

による取得109店舗の計134店舗を出店する一方、閉店により６店舗（うち売店３店舗）減少した結果、当社グル

ープ全体での店舗数は直営店691店舗となりました。この結果、売上高は前年同期比3,512百万円増加し87,991百

万円（前年同期比4.2％増加）となりました。利益面においては診療報酬改定の影響を受けて技術料単価が減少し

たため、営業利益は前年同期比636百万円減少し3,969百万円（前年同期比13.8％減少）となりました。

② ＢＰＯ受託事業

当第３四半期連結累計期間においては、前期に注力した損益管理の徹底と事業の選択と集中の効果が寄与いた

しました。ＣＳＯ事業に関しては、安定的に成長し、好調な派遣紹介事業とともに業績は順調に推移しておりま

す。その結果、売上高は前年同期比1,210百万円増加し8,208百万円（前年同期比17.3％増加）、営業利益は前年

同期比375百万円増加し1,154百万円（前年同期比48.1％増加）となりました。

　 ※ＣＳＯ： Contract Sales Organizationの略

（２）財政状態に関する説明

① 資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、81,973百万円となり、前連結会計年度末から12,125百万円増加し

ております。

これは主に、現金及び預金が3,124百万円減少した一方、のれんが11,533百万円、商品及び製品が2,198百万円、

土地が983百万円増加したことによるものであります。
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② 負債の状況

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、60,203百万円となり、前連結会計年度末から11,378百万円増加し

ております。

これは主に、未払法人税等が1,549百万円減少した一方、長期借入金が4,365百万円、社債が4,130百万円、買掛

金が2,340百万円増加したことによるものであります。

③ 純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、21,769百万円となり、前連結会計年度末から747百万円増加して

おります。

これは主に、自己株式が1,035百万円、その他有価証券評価差額金が230百万円減少した一方、利益剰余金が

1,965百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成28年５月12日付の決算短信で公表いたしました通期連結業績予想に変更はございません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（少額減価償却資産の会計処理の変更)

従来、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産につきましては、３年間の均等償却をしておりました

が、第１四半期連結会計期間より、取得時に全額費用処理する方法に変更しております。

　この変更は、固定資産の使用状況及び設備投資の状況等を勘案し、事務処理等の効率化と財務体質の健全化を図る

ために行ったものであります。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の連結貸借対照表は、工具、器具及び備品が105百万円、

利益剰余金が73百万円それぞれ減少し、繰延税金資産が31百万円増加しております。なお、前第３四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益、親会社株主に帰属する四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

（２）追加情報

　 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,523 13,399

受取手形及び売掛金 15,242 15,639

商品及び製品 4,124 6,322

仕掛品 24 17

貯蔵品 106 128

繰延税金資産 783 470

その他 1,024 989

貸倒引当金 △5 △25

流動資産合計 37,824 36,942

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,797 5,040

工具、器具及び備品（純額） 1,366 1,359

土地 2,701 3,685

その他（純額） 103 186

有形固定資産合計 8,969 10,271

無形固定資産

のれん 17,469 29,002

ソフトウエア 819 710

その他 185 192

無形固定資産合計 18,474 29,905

投資その他の資産

投資有価証券 1,036 535

敷金及び保証金 2,596 3,143

繰延税金資産 298 333

その他 734 922

貸倒引当金 △114 △124

投資その他の資産合計 4,551 4,810

固定資産合計 31,996 44,987

繰延資産

社債発行費 27 42

繰延資産合計 27 42

資産合計 69,847 81,973
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 18,096 20,437

短期借入金 210 380

1年内返済予定の長期借入金 4,486 5,690

未払法人税等 2,020 471

賞与引当金 1,587 979

その他 2,942 4,136

流動負債合計 29,344 32,094

固定負債

社債 10,978 15,109

長期借入金 7,520 11,885

繰延税金負債 34 36

役員退職慰労引当金 229 55

退職給付に係る負債 140 337

資産除去債務 516 597

その他 61 87

固定負債合計 19,481 28,108

負債合計 48,825 60,203

純資産の部

株主資本

資本金 2,828 2,828

資本剰余金 9,354 9,366

利益剰余金 9,680 11,645

自己株式 △1,469 △2,504

株主資本合計 20,394 21,335

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 368 138

その他の包括利益累計額合計 368 138

非支配株主持分 259 295

純資産合計 21,022 21,769

負債純資産合計 69,847 81,973
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 91,477 96,200

売上原価 80,054 84,167

売上総利益 11,422 12,033

販売費及び一般管理費 6,749 7,510

営業利益 4,672 4,522

営業外収益

受取家賃 15 11

受取手数料 35 42

保険解約返戻金 58 161

補助金収入 13 10

その他 85 107

営業外収益合計 208 334

営業外費用

支払利息 92 77

その他 50 31

営業外費用合計 143 108

経常利益 4,738 4,748

特別利益

固定資産売却益 1 2

役員退職慰労引当金戻入額 317 9

投資有価証券売却益 0 370

特別利益合計 318 382

特別損失

固定資産除却損 43 9

固定資産売却損 25 2

厚生年金基金脱退損失 - 65

特別損失合計 68 77

税金等調整前四半期純利益 4,988 5,052

法人税等 1,977 2,154

四半期純利益 3,010 2,898

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 36

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,989 2,861
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 3,010 2,898

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 198 △230

その他の包括利益合計 198 △230

四半期包括利益 3,209 2,667

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,187 2,631

非支配株主に係る四半期包括利益 21 36
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

第１四半期連結会計期間より、少額減価償却資産の会計処理を変更しております。これに伴う影響については、

「（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）」に記載しております。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、平成29年１月10日開催の取締役会において、会社法第459条第１項による当社定款の定めに基づき、自己

株式を取得することおよびその具体的な取得方法について決議し、以下のとおり実施いたしました。

（１）自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため。

（２）取締役会決議の内容

①取得対象株式の種類 普通株式

②取得する株式の総数 1,400,000株（上限）

（発行済株式の総数（自己株式を除く）に対する割合 4.06%）

③取得価額の総額 2,240,000,000円（上限）

④取得期間 平成29年１月11日

⑤取得方法 東京証券取引所の自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-３)による買付け

（３）取得の内容

①取得した株式の総数 1,153,200株

②取得価額の総額 1,715,961,600円

③取得日 平成29年１月11日

なお、当該決議による自己株式の取得は、平成29年１月11日をもって終了しております。
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